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研究成果の概要（和文）：　経済学の歴史において、人口は国民の貧困や福祉に重大な影響を与える要因として、常に
注目されていた。本研究ではこの視点を各国比較の参照枠として捉え、フランス、イタリア、インドなどを具体的に取
りあげた。その結果、現在の経済学では所与と捉えがちな人口という条件が、人々の生活（つまり貧困や福祉）にいか
に影響を与え続けてきたか、という歴史的な教訓を再確認することができた。科研費メンバーはそれぞれ、リヨン（フ
ランス）、サレント（イタリア）など各地に赴き、現地の研究者と交流することで、今後、この論題を発展する手がか
りをつかむこともできた。

研究成果の概要（英文）： Population has been considered as important in the history of economic thought, 
as it had great impacts on poverty and welfare of human beings. This study inherits the properties of the 
research tradition, takes up some examples such as the cases in France, Italy, and India as an 
international comparison.
 As the results, we reaffirm that the conditions regarding population, which is apt to be given in modern 
economics, had ground impacts on human life, that is, their poverty and welfare. It is a historical 
lesson. The members went to abroad cities such as Lyons, France and Salento, Italy, exchanges their 
academic knowledge with the local scholars, and finally took their cue to advance their own arguments.
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１．研究開始当初の背景 
 
人口と貧困・福祉の関連は、特にイギリスの
経済思想の歴史において系統的に考察され
てきたが、他の諸国においても独自の考え方
や歴史的条件のもとで語られてきた。 
 
しかし、フランス、イタリア、インドなどで
はどのような思想が展開していたか、必ずし
も明らかではない。 
 
このような状況のもと、本研究は国際比較を
するべく、まずは研究代表者を中心に、４名
の国内の研究分担者を組織した。 
 
ついで、海外にその連携を求め、特にイタリ
ア、フランス、インド、アメリカ、イギリス
などに点在する専門家を、日本（特に早稲田
大学）およびリヨン、ロンドンなどを拠点と
して、研究者どおしを結びつけることを企図
した。 
 
２．研究の目的 
 
経済学および経済思想の歴史において、人口
は国民の貧困や福祉に重大な影響を与える
要因として重視されてきた。 
 
様々な条件と思想のもとで展開されてきた
貧困と福祉をめぐる諸考察を、人口との明示
的な関連の下に国際的な比較研究をするこ
とにより、同じ問題に対する思想と方法の多
様性とその根底にある共通性を明らかにし、
政策や社会の構想に資することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 
各国の経済思想に詳しい研究家を探し当て、
それぞれの文脈で研究報告をしてもらう。こ
の国際ワークショップに、各国の経済思想を
扱う人々が集い、人口という統一的な視点か
ら貧困と福祉を考察する。 
 
 
４．研究成果 
 
 第１に、マルサス生誕 250 年記念の国際会
議（2016.3.16；福岡大学）である。マルサ
ス学会の主催であるが、本科研費もプログラ
ム骨子の制定から関わり、外国人招聘者や日
本人討論者の旅費を支弁するなど、大きく貢
献 し た 。 特 に 、 Gilbert Faccarello 
(Universite Pantheon-Assas, France)氏に
よる記念講演「The reception of Malthus in 
France」は大きな成功となった。 
 
 第２に、「経済思想史における人口・貧困・
福祉：国際比較」国際ワークショップ
（2016.3.18；龍谷大学）である。上記の国

際会議と連動する形で、場所を福岡から京都
に変えて、別の国際ワークショップを主催し
た。ここに University of Salento から
Claudia Sunna 氏を、University of Lecce
から Cosimo Perrotta 氏を招聘することがで
き た 。 そ れ ぞ れ 、 Population and 
Development: An Overview、Different views 
among early underconsumption theories と
いう題目で研究報告をしてもらった。 
 科研費メンバーは司会・討論者などの形で
上記２つの国際会議に関わり、最終年度とし
て、これまでの集大成となるような研究上の
知見を交換できた。 
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